
 

 

                                       

 

 

 

2026 年 11 月６日 

第 21 号 

 

第５回（最終回）の進路希望調査を行います。本日 11 月６日（金）に配付しますので、

保護者の方とよく相談の上、11 月 12 日（木）までに提出してください。前回では、コー

ス名の抜けが複数ありました。「進路のしおり」を参考に、正式な高校名やコース名を記入

するよう気を付けてください。なお、市立札幌大通高等学校を希望する人は、「午前部・午

後部・夜間部」などの部も記入してください。また、今年度受検者用の「特別な配慮」に関

するプリントを今日配付しました。よく読んで、該当の項目がある人は「進路希望調査」に

も「配慮有」を選んでください。何か心配なことがある人は、まず担任へ相談してください。 

  

◇高校生活レポート 
今回は、「北海高等学校」と「北海道芸術高等学校」に通う人のレポートを紹介します。 

 

【北海高等学校 普通科 進学コース 】 

 

生活について 

起床時刻⇒ ５：30  家を出る時刻⇒ ７：25 

通学にかかる時間⇒ 家から地下鉄南郷 18 丁目まで徒歩 15 分→地下鉄で 15 分→ 

          大通駅で乗り換えて、地下鉄学園前まで５分→学校まで徒歩５分 

帰宅時刻⇒ 15：30（部活なしの６時間授業）、16：30（部活なしの７時間授業）、 

16：30（部活ありの６時間授業）、17：30（部活ありの７時間授業） 

家庭学習時間⇒ １時間 

 

授業について 

 火曜日が７時間授業で、他の曜日は６時間授業。 

 

テストについて 

 定期テストの他、英語・国語の小テストは毎週最初の時間にある。 

 

講習会や補修について 

 特進コースは 10 時間講習が月に１回くらいあり、補修は期末のみ。進学コースは、自由

参加で、平日 50 分間。国語・数学・英語は年間で合計各 20 回。長期休暇中は、各４回。 

 

中学校には存在しない教科について 

 情報……アナログやデジタルなど、ネットに関係することを学ぶ。 

 論理表現……英文法について細かく学ぶ。 

 総合探究……一年間ひとつのテーマについて問いを立てて具体的な結論や解決策を導く。 



中学校生活と高校生活の違い 

 中学校よりも、授業の進みが速い。スマホは持ってきてもよいが、朝のホームルームまで

にロッカーにいれておく。 

 

費用について 

 入学金⇒ 150,000 円  入学時の納入金（入学金以外）⇒ 105,000 円 

 教科書・副教材代⇒ 26,000 制服・ジャージ代⇒ 23,000 円 

 交通費⇒ ３ケ月で 20,00０円 授業料以外の納入金⇒ 月額 5, 00０円  

 講習代⇒ 5, 00０円  

 

北海高校の良いところ 

 進学コースでも、学力向上心がある人のための講習がある。わからないことを聞きやすい

授業の雰囲気がある。先生が一人一人の「わからない」に時間を割いて教えてくれる。 

 

中学生へのアドバイス 

 ちゃんと高校へ（見学などに）行って、自分の目で高校の雰囲気を感じること。授業の震

度が速いので、少しでもいいから、毎日机に向かい勉強習慣をつけるとよい。継続力が必要。 

 

【北海道芸術高等学校 普通科 ファッション・ビューティーコース 】 

 

中学校には存在しない教科について 

 キャリア……SPI(多くの企業の採用選考で使われる適性検査)の練習。 

 ヘア……様々なヘアアレンジをプロヘアスタイリストとして働いている先生から学ぶ。 

 販売・接遇……正しい敬語、仕事での電話対応の練習。 

 デザイン……服のデザインを描く、服を作る、服のリメイク（ミシン、裁縫、アイロン）。 

 ネイル……ジェルネイルやネイルチップの作成。 

（１年生では、検定に向けてネイルケアの授業がほとんど。） 

 パーソナルカラー‥…色彩の基礎知識、似合う色の診断方法。 

 

費用について 

 入学金⇒ 50,000 円  入学時の納入金（入学金以外）⇒ 78～84 万円 

 教科書・副教材代⇒ 200,000 制服・ジャージ代⇒ 70,000 円 

 交通費⇒ 月額 7,00０円 授業料以外の納入金⇒ 月額 数万円  

 スクーリング代⇒ 140, 00０円 検定料⇒ ６,00０円～12,000 円 

 

北海道芸術高校の良いところ 

 部活がない代わりにゼミがある。札幌アートコレクションや街中でのファッションショー

など、普通の高校生では体験できないことが、体験できる。自分の将来の夢への近道になる。 

 

中学生へのアドバイス 

 体験入学にできるだけ参加して、実際の授業を何回も受けたり、先輩に質問したりしたほ

うがいいと思う。 

 

※ 協力してくれた卒業生の皆さん、ありがとうございました。 


